
任期：令和２年７月 20日から令和５年７月 19日までの３年間

末吉地区
（8人）

大隅地区
（7人）

財部地区
（4人）

山
口　

裕
之

森
岡　

俊
弘

光
行　

純
市　

濵
田　
　

實

高
岡　

俊
彦

末
鶴
ひ
と
み　

新

迫　
　

将
嗣

岡
元　

康
子

八
木　
　

強　

新

荻
迫　

純
明

酒
匂　

孝
一

大
口　

德
明

岩
村　

秀
男　

新

伊
地
知
輝
男　

新

池
之
上
三
好　

吉
満　

忠
吉

片
平　

敏
生　
　

柿
木　

伸
幸　
　

小
倉　

範
房

第
２
回　

定
例
会

会　

期　

令
和
２
年
６
月
５
日

か
ら
６
月
23
日
（
19
日
間
）

同
意
案
第
１
号
〜
19
号

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

新
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

議
案
第
47
号

市
有
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

今
回
、
次
の
市
有
住
宅
が
用
途
廃

止
に
な
っ
た
。

議
案
第
42
号

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更

　

合
併
特
例
債
の
発
行
期
間
が
５
年

間
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画

期
間
５
年
間
を
延
長
す
る
た
め
、
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

主
な
変
更
点
は
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
事
業

は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
記
載

が
な
い
と
利
用
で
き
な
い
た
め
、
公

共
施
設
を
公
共
施
設
等
に
変
更
し
、

公
共
施
設
等
の
総
合
整
備
と
新
た
に

除
去
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

庁
舎
は
公
共
施
設
で
は
な
い
の

か
。

　

地
方
自
治
法
に
地
方
自
治
体
が

利
用
す
る
施
設
は
公
共
施
設
に
含
ま

れ
な
い
と
の
県
の
指
摘
を
受
け
、
今

回
、
庁
舎
増
築
に
利
用
す
る
た
め
公

共
施
設
等
に
変
更
し
た
。
ま
た
支
所

の
解
体
に
も
利
用
す
る
た
め
除
去
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。

タ
ー
の
老
朽
化
に
よ
る
用
途
廃
止
に

伴
い
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

払
下
後
の
用
途
は
。

　

建
物
を
解
体
し
駐
車
場
に
す
る
。

議
案
第
51
号

　

市
の
人
口
増
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
財
部
地
域
宅

地
分
譲
整
備
事
業
用
地
と
し
て
土
地

を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

陳
情
第
３
号
「
財
部
工
業
団
地
隣

接
地
宅
地
化
反
対
」
と
関
連
し
て
審

査
し
た
。
反
対
の
理
由
は
、
工
場
の
機

械
の
騒
音
や
堆
肥
の
製
造
等
に
よ
る

臭
気
に
住
民
か
ら
の
苦
情
が
予
想
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
長
の
出
席

を
求
め
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
対
策
に

取
組
み
、
防
音
壁
や
調
整
池
・
緩
衝

地
帯
を
設
置
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

意
見　

陳
情
者
と
市
で
十
分
話
し

あ
っ
て
、
信
頼
の
回
復
に
努
め
、
お

互
い
納
得
で
き
る
合
意
内
容
を
文
章

化
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
48
号

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

今
回
、
次
の
市
営
住
宅
が
用
途
廃

止
に
な
っ
た
。

建
設
年
度　

昭
和
53
年　

市
営
住
宅
名　

大
丸
住
宅　

９
戸

議
案
第
50
号

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

財
部
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

全
会
一
致　

 
同
意

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

同　
　

意

計
画
変
更

条
例
の
一
部
改
正

土
地
の
取
得　

建設年度 市有住宅名 戸数

昭和 41年度 菅 渡 団 地 ３戸

昭和 49年度 旭ヶ丘団地 ２戸

昭和 39年度 南 団 地 １戸

昭和 48年度 馬 場 団 地 １戸

昭和 42年度 恒 吉 団 地 １戸



　

市
道
へ
の
移
管
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
路
面
整
備
は
。

　

都
城
志
布
志
道
路
開
通
後
の
令

和
３
年
度
ま
で
に
工
事
車
両
等
の
通

行
で
損
傷
し
た
箇
所
の
修
繕
工
事
を

県
が
実
施
し
、
整
備
状
況
を
確
認
し

た
う
え
で
市
が
引
き
取
る
。

意
見　

地
域
高
規
格
道
路
の
県
境
付

近
に
検
疫
所
の
設
置
を
確
実
に
要
望

【
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策
定
】

　

計
画
策
定
の
経
緯
は
。

　

平
成
25
年
12
月
に
国
土
強
靱
化

基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
市
町
村
等
は

地
域
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
お
り
、
計
画
策
定
が
必
須

事
項
で
は
な
か
っ
た
が
、
地
域
計
画

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
取
組
み
に
対

し
て
、
関
係
府
省
庁
の
補
助
金
・
交

付
金
に
よ
る
支
援
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
、
計
画
書
作
成
を
業

務
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
分

（
上
村 

龍
生
委
員
長
）

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
臨
時
特
別
給
付

金
支
給
事
業
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
事
業
の
対
象
者
は
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
者

で
あ
る
５
７
０
人
が
、
こ
の
事
業
の

対
象
者
と
な
り
、
子
ど
も
１
人
当
た

り
２
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

申
請
方
法
は
。

　

申
請
の
必
要
は
な
く
、
７
月
末

に
振
込
予
定
で
あ
る
。

す
る
こ
と
。

議
案
第
54
号

　

水
道
管
破
損
に
伴
う
損
害
賠
償
の

支
払
い
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
で
あ

る
。

　

破
損
事
故
の
内
容
は
。

　

令
和
元
年
８
月
５
日
に
末
吉

町
深
川
の
高
之
峯
配
水
池
下
で
株
式

会
社
ｙ
ｓ
山
元
林
業
（
都
城
市
南
横

市
町
）
が
、
山
林
の
伐
採
作
業
中
に

隣
接
す
る
曽
於
市
の
里
道
に
埋
設
さ

れ
て
い
た
水
道
管
を
破
損
し
た
も
の

で
、
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
求
め
る

協
議
を
行
っ
た
も
の
の
、
交
渉
に
よ

る
解
決
は
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
訴

え
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
55
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

３
億
８
９
１
万
円
追
加

　

補
正
後
予
算

　

総
額
３
１
０
億
２
０
１
８
万
円

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
増
、
繰
入
金
の
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
を
減
額
す
る
も

の
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
歳
出
は
、

肥
育
牛
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た

め
、
肥
育
牛
経
営
緊
急
支
援
特
別
対

策
事
業
の
増
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
・
販
売
等
の
追
加
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
応
援
地

域
商
品
券
発
行
事
業
と
児
童
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
購
入
費
等
の
増
が
主

な
も
の
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会
所
管
分

（
今
鶴 

治
信
委
員
長
）

【
債
務
負
担
行
為　

市
役
所
庁
舎
管

理
費
電
気
料
】

　

債
務
負
担
行
為
の
市
役
所
電
気
料

１
４
８
２
万
円
は
、
令
和
３
年
１
月

か
ら
12
月
分
の
計
画
の
う
ち
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
12
月
の
９
ヶ
月
分
で

あ
る
。
新
電
力
入
札
で
令
和
元
年
分

は
、
平
成
30
年
分
実
績
よ
り
約
４
０

０
万
円
削
減
で
き
た
。
か
な
り
減
額

が
見
込
ま
れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

議
案
第
53
号

　

一
般
県
道
飯
野
松
山
都
城
線
の
道

路
改
築
事
業
に
よ
る
新
道
建
設
に
伴

い
、
県
境
の
橋
野
か
ら
見
帰
交
差
点

の
区
間
を
市
道
と
し
て
引
き
継
ぐ
た

め
の
も
の
で
あ
る
。 全

会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

市
道
路
線
の
認
定

訴
え
の
提
起

補
正
予
算

市道認定路線図（橋野・見帰線）

橋  野

見  帰

末吉 IC

橋
野
・
見
帰
線



陳
情
第
３
号

財
部
工
業
団
地
隣
接
地
宅
地
化
反
対

に
関
す
る
陳
情
書

発
議
第
２
号

陳
情
第
２
号
に
伴
う
発
議

（
発
議
者
）
渕
合　

昌
昭 

他
５
名

（
提
案
理
由
）

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を

実
現
す
る
た
め
の
条
例
整
備
は
不
可

欠
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
教
育
の
機
会
均

等
が
担
保
さ
れ
、
一
定
水
準
の
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
施
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
所
管
分

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
肥
育
牛
経
営
緊
急
支
援
特
別
対
策

事
業
】

　

肥
育
牛
経
営
緊
急
支
援
特
別
対

策
事
業
給
付
金
と
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
経
営
悪
化
し
た
肥
育

牛
経
営
者
へ
、
地
方
創
生
交
付
金
を

財
源
に
給
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

給
付
対
象
者
は
。

　

令
和
２
年
７
月
か
ら
12
月
ま
で

の
期
間
に
曽
於
中
央
家
畜
市
場
で
導

入
、
ま
た
は
自
家
保
留
し
た
肥
育
素

牛
が
対
象
と
な
る
。

　

給
付
額
は
。

　

１
頭
当
た
り
２
万
円
を
限
度
に

給
付
す
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
応
援

地
域
商
品
券
発
行
事
業
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
応

援
地
域
商
品
券
の
販
売
予
定
は
。

　

今
回
の
補
正
予
算
分
は
９
月
以

降
の
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

意
見　

10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
で
消
費
喚
起
に
な
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
今
後
、
追
加
補
正
や
プ
レ
ミ

ア
ム
率
の
増
加
を
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

陳
情
第
１
号

地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環

境
整
備
に
関
す
る
陳
情
書

　

国
内
の
た
ば
こ
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
喫
煙
規
制
強
化
等
に
よ
り
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
地

方
た
ば
こ
税
の
一
部
を
分
煙
環
境
整

備
へ
の
活
用
を
要
望
す
る
も
の
で
、

大
隅
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
他
７
団

体
か
ら
の
陳
情
で
あ
る
。

陳
情
第
２
号

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
の
た
め
の
教

職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
に
つ
い

て

【
小
・
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

整
備
事
業
】

　

小
・
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
整
備
事
業
の
導
入
台
数
は
。

　

１
人
１
台
ず
つ
導
入
す
る
た

め
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
用

は
２
４
２
１
台
、
教
師
用
が
２
１
４

台
、
合
わ
せ
て
２
６
３
５
台
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
の
導
入
予
定
は
。

　

入
札
方
法
に
つ
い
て
は
決
定
し

て
い
な
い
が
、
入
札
は
８
月
か
ら
９

月
を
予
定
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

配
備
が
２
月
か
ら
３
月
を
予
定
し
て

い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
機
能
は
。

　

基
本
的
な
学
習
用
ツ
ー
ル
の
機

能
や
ソ
フ
ト
は
決
定
し
て
い
る
が
、

今
後
さ
ら
に
必
要
な
機
能
や
教
材
ソ

フ
ト
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
と
検
討

し
て
決
め
て
い
く
。

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

採
択

全
会
一
致　

採
択

全
会
一
致　

不
採
択

陳　

情

発　

議

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

提提  

出出



議決結果一覧
土屋議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外（反対者・態度保留者・
棄権者等）は「●」としている。

議  案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

重
久　

昌
樹

松
ノ
下
い
ず
み

鈴
木　

栄
一

岩

水　

豊

渕
合　

昌
昭

上
村　

龍
生

宮

迫　

勝

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

伊
地
知
厚
仁

原
田
賢
一
郎

山
田　

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

久
長
登
良
男

谷
口　

義
則

迫　

杉

雄

徳
峰　

一
成

結 　

果

報告
第 2号 専決処分の承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

承認

第 3号 事故繰越しの報告について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
承認

同意案 第 1号
～ 19 号 農業委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

同意

議　
　
　

案

第 42 号 新市まちづくり計画の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 43 号 曽於市税条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 44 号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 45 号 曽於市手数料条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 46 号 曽於市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 47 号 曽於市有住宅条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 48 号 曽於市営住宅条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 49 号 曽於市市道の構造の技術的基準に関する条例の
一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 50 号 曽於市コミュニティセンターの設置及び管理に
関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 51 号 土地の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 52 号 曽於市道路線の認定について（上町北 21 号線） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 53 号 曽於市道路線の認定について（橋野・見帰線） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 54 号 訴えの提起について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 55 号 令和２年度曽於市一般会計補正予算（第３号）
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 56 号 令和２年度曽於市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 57 号 令和２年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 58 号 令和２年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 59 号 令和２年度曽於市生活排水処理事業特別会計補
正予算（第１号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 60 号 令和２年度曽於市水道事業会計補正予算（第１
号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 61 号 令和２年度曽於市公共下水道事業会計補正予算
（第１号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

第 62 号 財産の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 63 号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 64 号 曽於市介護保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

第 65 号 令和２年度曽於市一般会計補正予算（第４号）
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

陳　

情

第 1号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する
陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

採択

第 2号

ゆたかな学びの実現のための教職員定数改善と
義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、2021 年度政府予算に係る意見書採択
の陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
採択

第 3号 財部工業団地隣接地宅地化反対に関する陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 全会一致
不採択

発議 第 2号
ゆたかな学びの実現のための教職員定数改善と
義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、2021 年度政府予算に係る意見書案

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決


